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 2 
履歴書	 
氏名：仲村春和（Harukazu	 Nakamura）	 
	 
最終部局名・職名：東北大学大学院生命科学研究科・教授（加齢医学研究所兼担）	 
	 仙台市青葉区星陵町４ー１	 
出身学校：京都大学理学部昭和46年12月年卒業	 生物系	 
取得学位：医学博士（広島大学）	 
略歴	 昭和47年１月京都府立医科大学助手（解剖学）	 
	 	 	 	 	 52年４月広島大学医学部助手（解剖学）	 
	 	 	 	 	 54年４月広島大学医学部講師	 
	 	 	 	 	 58年１月広島大学医学部助教授	 
	 	 	 	 	 63年９月京都府立医科大学教授（生物学）	 
	 	 	 平成5年3月東北大学加齢医学研究所教授（分子神経研究分野）	 
	 	 	 平成13年4月東北大学大学院生命科学研究科教授（脳構築）現在に至る。	 
	 
留学：1979年８月 1ー980年9月フランス政府給費留学生	 
	 	 	 国立発生学研究所に留学（Le	 Douarin教授の下でニワトリウズラキメラ作成による神経堤細胞の移動・
分化の研究）	 
	 	 	 	 	 1987年９月 1ー988年6月文部省長期在外研究員	 
	 	 	 セントルイスのワシントン大学に留学（Dennis	 O'Leary教授と網膜視蓋投射の研究）	 
	 
専門分野：神経発生学	 
研究課題：脳の形作りのメカニズム	 
所属学会：日本発生生物学会、日本神経科学学会、日本解剖学会、日仏生物学会、Society	 for	 Neuroscience(米
国)、International	 Society	 of	 Developmental	 Biologists	 
	 
学会活動	 
	 学会役員	 
	 	 平成19年から：日本発生生物学会機関誌Development,	 Growth	 &	 Differentiation	 編集長、	 
日本神経科学学会機関誌Neuroscience	 Research編集委員	 
Developmental	 Dynamics編集委員	 
日本解剖学会評議員、	 
平成25年より：日仏生物学会長、	 
平成14-15年：日本発生生物学会幹事長	 
平成9-12､15-18、21-22年：日本発生生物学会運営委員	 
	 
大会関係	 
平成3年：日本解剖学会総会副会頭	 
平成17年：日本発生生物学会	 第38回大会長	 
平成24年7th	 International	 Chick	 Meeting会長	 
平成 22-23 年：日本神経科学学会第 34 会日本神経科学学会大会実行委員，Travel Award 選考委員長	 
	 
賞	 	 
沖縄研究奨励賞	 平10.1.20、中枢神経系のパターン形成・回路形成	 
	 
	 
競争的資金獲得実績	 
科学研究費	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基盤研究C	 網膜視蓋投射・視蓋層形成機構の解析	 2010〜2012年度	 
	 
基盤研究B	 Fgf8 シグナルによる小脳分化の制御	 2007年度～2008年度	 
	 
特定領域研究	 中脳視蓋の層形成と回路形成機構の解析	 2005年度～2009年度	 
	 統合脳、脳の神経回路の機能解明班（代表狩野方伸）計画班員	 
	 
特定領域研究	 峡部オーガナイザー形成のメカニズム	 2004年度	 
	 
基盤研究A	 視蓋・小脳の領域化及び網膜視蓋投射機構のメカニズム	 2003-2005年度	 
	 
基盤研究B	 オーガナイジングシグナルと視蓋・小脳分化のコンピテンス	 2001年度～2002年度	 
	 
特定領域研究	 視蓋の誘導・位置特異性決定の分子機構	 1998年度～2003年度、計画班員	 
	 
特定領域研究	 脳・神経系形成における誘導のメカニズムの解明	 領域代表	 1998-2004年度	 
	 
特定領域研究	 黒岩班	 脊椎動物のボディープランの分子的基盤-形態形成遺伝子-	 	 	 
	 計画班員、視蓋発生における遺伝子ネットワークの研究	 1997-1998年度	 
	 
重点領域研究	 網膜視蓋投射形成の分子機構	 1995-1997年度	 	 
	 
重点領域研究、藤澤班	 形態形成の調節機構-器官の形成と再生を制御する分子機構	 計画班員	 視蓋吻
尾軸決定の分子機構	 1993-1996年度	 
	 
重点領域研究	 標的組換え	 山村班、ニワトリ中枢神経系の形態形成と回路形成遺伝子1993-1996年度	 
	 
一般研究B	 視蓋吻尾軸の決定機構:その遺伝子的背景と神経回路形成	 1992年度～1993年度	 
	 
重点領域研究	 佐武班	 神経回路形成の分子機構、公募班員	 鳥類視蓋における位置特異的分子発現の決
定	 1988-1990年度	 
	 
一般研究C	 鳥類網膜ー視蓋投射系の解析	 1987-1988年度	 
	 
特定研究	 脳の分化,神経回路形成の可塑性:ニワトリ・ウズラ・キメラ脳による解析	 1986-88年度	 
	 
奨励研究(A)	 移植法による鳥類脳の分化の研究	 1985年度	 
	 
特定研究	 多細胞体制の形成機構：神経冠細胞の分化に及ぼす内的,	 外的要因の作用機構	 1984年度	 
	 
奨励研究(A)	 マウス脊髄体性運動性ニューロン分化の研究	 1983年度	 
	 
一般研究(C)	 ヒトおよびマウス肢減形成の比較発生学的研究	 1975年度	 
	 
奨励研究（Ａ）ビタミンＡ過剰による四肢奇形発現機作の器官培養による研究	 1973年度	 
	 
科技庁	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科学技術振興調整費「高次脳機能の分子機構解明に向けた基盤技術の開発に関する研究」	 
	 神経回路網の形成及び維持機構の解明に関する研究	 1995-97年	 
	 
科学技術振興調整費目標達成型脳科学研究推進制度	 
「機能的神経回路構築の分子基盤」網膜視蓋投射形成の分子機構に関する研究	 1998年度-2001年度	 	 
	 
厚生省筋疾患研究委託費	 
筋の発生と分化に関する基礎的研究	 昭和57年度	 「体幹部神経堤細胞からの間葉組織の分化」	 
	 昭和58年度「鳥類胸腺筋様細胞の起源について」	 
	 
中小企業事業団	 	 
中小企業創造基盤技術事業	 エレクトロポレーションによる遺伝子導入、遺伝子治療、局所的投薬法の開発
1998年度-1999年度	 
	 
文部省	 
文部省研究科共同経費	 (1995-97)	 胚発生における遺伝子発現調節機構に関する共同研究	 （代表）	 
	 
日本学術振興会	 
若手研究者海外派遣事業・組織的な若手研究者海外派遣プログラム	 
	 生命科学における英国・欧州研究機関との組織的研究協力体制の構築のための若手派遣､主担当者
2010-2012年度	 	 
	 
東北大学脳科学グローバルCOE「脳神経科学を社会へ環流する教育研究拠点」拠点メンバ 	ー 2007-2011年度	 
	 
	 
財団	 
1989年ライフサイエンス振興財団	 
鳥類網膜視蓋投射形成機構：ニワトリーウズラーキメラ法による解析	 	 
	 
1990 年日本脳神経財団	 鳥類網膜視蓋投射形成機構：ニワトリーウズラーキメラ法による視蓋吻尾軸の決定
研究	 	 
ライフサイエンス振興財団	 鳥類網膜視蓋投射形成機構：ニワトリーウズラーキメラ法による解析	 	 
	 
1991年	 三菱財団自然科学研究助成金	 脳の組織構築、神経回路形成とホメオボックス遺伝子	 
	 
1991年ライフサイエンス振興財団	 鳥類網膜視蓋投射形成機構：ニワトリーウズラーキメラ法による解析	 
	 
1993 年	 稲盛財団助成金ニワトリ胚視蓋の吻尾軸決定における遺伝子間相互作用：engrailed と Wnt-1 の相
互作用	 
	 
1993年ブレインサイエンス振興財団	 鳥類視蓋吻尾軸決定の遺伝子的背景	 
	 
1994年	 山田科学振興財団	 視覚中枢における位置特異性獲得の分子機構	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1994 年	 内藤記念科学振興財団	 ニワトリ胚視蓋吻尾極性決定の分子機構	 ニューロンへの決定と分化の分
子機構の解明	 
	 
2001 年	 三菱財団「小脳の分化を規定する転写因子の組み合わせ、シグナル、シグナルトランスダクション
の研究」	 
	 
教育活動	 
担当授業科目	 
大学院	 
脳構築学特論2001-2012	 
課題研究A	 2001-2012	 
細胞生物学合同講義	 1995-2012	 
生化学合同講義	 1995-97年度	 
	 
学部	 
加齢生物学概論（理学部生物学）1996-2012	 
細胞生物学（医学部医学科）1997-1999	 
基礎ゼミ2005年度	 
生命科学B	 2007年度	 
現代学問論2012年度	 
	 
他大学非常勤講師	 
京都大学総合人間学部（1989-1993）、京都教育大学（1991-1993）、千葉大学医学部（1989,1992）、新潟大学
医学部	 (1996 年度)、大阪大学理学部	 (1999 年度)、新潟大学理学研究科（2001 年）、東京大学分子細胞生物
学研究所（2003年）、神戸大学医学部（2007年）、福井大学医学部（2007年）、京都府立医科大学（2003,	 2012
年）	 
	 
	 
学内活動	 	 
学内委員等	 
2001年度	 生命科学研究科	 生命機能科学専攻長	 
2002年度	 学務審議会委員	 
2005年	 研究科入試委員会副委員長	 
2006年	 研究科入試委員会委員長	 
2003年度-2005年度	 研究科学務委員会委員	 
2006-2011年度	 図書館商議会委員、 
2006-2012年度	 学術情報整備検討委員会	 
2007年学生生活協議会協議員	 
	 
研究科、研究所のシンポジウム主催	 
1. 第 13 回加齢研シンポジウム，脳の高次機能の構築	 ー発生・可塑性・マッピングー，1995 年２月 24 日
（世話人，仲村春和，福田寛） 
2. 第 14 回加齢研シンポジウム「発生分化のメカニズム」（世話人	 仲村春和，佐竹正延，宮崎純一）1995
年６月５日，仙台 
 6 
3. 加齢研ミニシンポジウム「神経発生のダイナミズム」（主催 仲村春和）   1998 年 1 月 26 日	 加齢研 
4. 加齢研シンポジウム「幹細胞と形態形成」主催（世話人	 帯刀益夫，仲村春和，佐竹正延）, 1999 年 6
月 18-19 日 
5. 第 26 回加齢研シンポジウム	 IDAC Summer Workshop on Developmental Biology	 （世話人仲村春和）2001
年 7 月 14 日、加齢研大会議室 
6. International Symposium on Morphogenesis and Organ Regeneration（オーガナイザー、仲村春和、田村宏治）Sendai, 
Japan. January 12, 2007 
7. The 1st UCL-Tohoku-University Symposium（Organizer, Harukazu Nakamura, Shin-ichi Ohnuma）London, Great Britain. 
March 15-15, 2010 
8. Second UCL-Tohoku University joint symposium（Organizer, Harukazu Nakamura, Shin-ichi Ohnuma）Sendai, Japan. 
January 23-23, 2011	 東北大学脳科学国際シンポジウム（オーガナイザー）Sendai, Japan. January 21-23, 2011 
9. Third UCL-Tohoku University Joint Symposium From Cell/Developmental Biology to Human Diseases（オーガナイザ
,ー Harukazu Nakamura, Shin-ichi Ohnuma）London, Great Britain. October 19, 2011 
	 
	 
学外活動	 
1999-	 科学研究費委員会専門委員	 
2000,	 2006	 HFSPO	 Grant	 選考委員	 
2001	 HFSP	 国内連絡委員	 
2001	 Limoges大学博士審査委員	 
2001および2007	 理研脳科学総合研究センタープレビュー委員会委員	 
2004	 NHMRC	 (National	 Health	 and	 Medical	 Research	 Council	 of	 Australia)	 Grant	 Reviewer	 
2003-	 Italian	 Ministry	 for	 Education	 University	 and	 Research	 (MIUR),	 the	 Grant	 Review	 Committee	 	 
2005	 パリ大学	 (Université	 Pierre	 et	 Marie	 Curie)博士審査委員	 
2007	 The	 University	 of	 Sheffield,	 External	 testimony	 	 
2009	 	 University	 of	 Connecticut	 Health	 Center,	 Reviewer	 
2009-	 埼玉大学総合研究機構脳科学融合研究センタ 	ー アドバイザリーボード	 
2012—	 日本学術会議特任連携会員	 
2012	 イギリス Biotechnology	 and	 Biological	 Sciences	 Research	 Council	 grant	 reviewer	 
2012	 学術会議	 基礎生物学委員会・統合生物学委員会	 発生生物学分科会	 特任連携会員	 
	 
シンポジウムの主催、世話人 
1. 第 96 回日本解剖学会総会	 シンポジウム Ⅰ「分子−細胞−形態形成−その連続性を求めて」（世話人安田峯
生，仲村春和），1991 年４月１〜３日，京都 
2. 日本神経科学学会	 第 15 回大会	 シンポジウム「神経標的認識機構」（オーガナイザ  ー  仲村春和，寺
島俊雄）1991 年 12 月 19 日，東京 
3. 神経系の発生ー自律神経系を中心に	 第 47 回自律神経学会総会シンポジウム世話人	 （遠山正弥、仲村
春和）, 1994 年 10 月 20-21 日、豊中 
4. 第 35 回日本先天異常学会学術集会シンポジウム「形態形成の分子レベルにおける解明」（世話人江藤一
洋，仲村春和），1995 年 7 月 27-29 日，東京 
5. 神経発生の分子細胞生物学，世話人 仲村春和，御小柴克彦	 第68回日本生化学会大会，1995年９月16-18
日，仙台 
6. 日本神経科学学会第 20 回大会シンポジウム「神経回路形成における標的選択の分子メカニズム」（世話
人 仲村春和、田中英明）1997 年６月 16-18 日仙台 
7. 第 21 回日本神経科学会・第 41 回日本神経化学会合同大会	 ミニシンポジウム「中枢神経系パターン形
 7 
成のダイナミズム」世話人	 東京ビッグサイト、1998 年 9 月 21-23 日 
8. 第 72 回生化学会大会シンポジウム「網膜分化から見たパターン形成」世話人，岡本仁，仲村春和， 1999
年 10 月 9 日，横浜 
9. 文部省特定領域研究Ｂ「脳のパターン形成」公開シンポジウム Brain Pattern Formation	 25-26 Nov. 1999, 
Sendai, 主催 
10. Workshop: Emerging genetic technology in developmental biology. organizer, 14th International Congress of 
Developmental Biology, 8-12, July, 2001, Kyoto. 
11. 第 108 回日本解剖学会総会、全国学術集会、シンポジウム「生体と時間：遺伝子発現のタイミング」世
話人岡村均、仲村春和、福岡、2003、4.1—3 
12. シンポジウム「さまざまな動物の器官形成における左右制創出メカニズム」日本発生生物学会第 38 回大
会	 世話人仲村春和、田村宏治 2005 年、仙台 
13. Symposium Pattern formation in the central nervous system (Organize: Nakamura, H. and O’Leary, D.D.M), 16th 
International Congress of International Federation of Associations of Anatomists, 22-27, Aug. 2004, Kyoto 
	 
	 
学外の社会活動	 
宮城県高等学校理科研究会仙塩支部生物部会	 出前講義（2011年9月28日） 
コアSSH 講演会（super science high school、仙台三高）2013年2月9日 
	 
業績リスト 
                                     
Ⅰ．著書 
1. Muscular Dystrophy (eds. S. Ebashi and E. Ozawa), Japan Sci. Soc. Press, Tokyo. (1983) pp283-290. Harukazu 
Nakamura. Differentiation of trunk neural crest cells into mesenchyme in birds.  
4. Molecular Basis of Neuronal Connectivity. (eds. M. Satake, K. Obata, H. Hatanaka, E. Miyamoto and T.Okuyama) 
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Harukazu Nakamura and Nobue Itasaki, Actin bundle and cardiac loop formation in chick embryos の項担当 
7. 神経生物学のための胚と固体の遺伝子操作（近藤寿人編）pp179-189.  3. レトロウイルスを用いたニワト
リ胚への遺伝子導入, 3.1-ｂ キメラ作製による局所的遺伝子発現の項担当 
8. 標準細胞生物学（石川春律、近藤尚武、柴田洋三郎編）医学書院 pp244-248,	 第 9 章 I. 細胞の分化と多様
性の項担当, 1999  
9. 神経堤由来組織の腫瘍性病変	 三輪書店	 pp6-17	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Ⅴ．学会発表 
特別講演 
1. 網膜視蓋投射の発生：ニワトリ−ウズラキメラでの解析 
    仲村春和  日仏生物学会第１３４回例会	 1990 年 11 月 20 日	 京都 
2. 中枢神経系の分化および神経回路形成 
	 	 仲村春和	 青蓮会平成３年度・大学支部・京都支部共催講演会	 1992 年３月７日 
3. 神経回路形成のメカニズム：網膜視蓋投射系を中心にして 
	 	 仲村春和	 味と匂の若手セミナ  ー
	 	 1995 年 9 月 26 日，東京 
4.中脳と小脳の領域形成 
	   仲村春和	 第 32 回新潟神経学夏期セミナー、神経回路形成のメカニズム、2002 年 7 月 26 日 
5. 仲村春和	 中枢神経系のパターン形成：遺伝子強制発現による研究	 日耳鼻宮城県地方部会 第 112 回例
会・学術講演会、2003. 3. 23, 仙台 
 
公開講座 
1.視蓋分尾極性決定の分子機構、仲村春和、文部省重点領域研究「神経回路の機能発達」公開シンポジウム、
脳における分化と神経回路発達、1996 年 2 月 10 日、東京 
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    平成 10 年度文部省科学研究費特定領域研究「ボディプラン」公開シンポジウム「動物のボディプランの
分子的基礎」1998 年 10 月 31 日、東京 
3. 仲村春和：神経形成と脳研究の今後の展開、第 17 回「大学と科学」公開シンポジウム、動物の形作りーそ
の最前線と展開	 2002、11.	 19-20、東京 
4. 私たちの脳はいかにして作られ機能するようになるか。 
   仲村春和  第 44 回日本発生生物学会大会、市民公開講座 沖縄県宜野湾市、2011 年 5 月 21 日 
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8. Fgf8 signaling for differentiation of the tectum and cerebellum 
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    Harukazu Nakamura  University of Aberdeen, Institute of Medical Sciences, 10 Sept 2009 
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3. H. Nakamura ‘Neural crest tumors defined: Animal experimentation on neural crest differentiation’. US-JAPAN 
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